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研究成果の概要（和文）：本研究では、発症まもない重篤な障害をもつ脳卒中患者がどのような体験や経験をし
ているのか明らかにし、急性期での脳卒中患者への看護実践方法の構築を行った。
20人の対象者に対して参加観察によりデータ収集し、体験や経験、心理・情動の変化に影響した看護実践も含む
要因を分析し、発表した。
次に「脳卒中急性期患者への看護実践」の項目を独自で作成し、全国のSCUに勤務する看護師に対して、必要性
の認識と実践状況の調査を行った。必要性の認識は因子分析を行い、脳卒中急性期患者への看護実践モデルとし
て発表し、それぞれの看護実践方法の解説書を国内外で発表した。看護実践状況と看護師の属性による差を分析
して論文にて発表した。

研究成果の概要（英文）：This study sought to clarify the experiences and experiences of stroke 
patients with severe disabilities soon after the onset of stroke and to construct nursing practice 
methods for stroke patients in the acute phase.
Data were collected on 20 subjects through participant observation, and factors including 
experiences, experiences, and nursing practices that affected psychological and emotional changes 
were analyzed and presented. Next, an original item on “Nursing Practice for Acute Stroke 
Patients” was created and a survey of nurses working in SCUs nationwide was conducted on their 
perception of need and practice status. Perceptions of need were analyzed by factor analysis and 
presented as a model of nursing practice for acute stroke patients, and a commentary on each nursing
 practice method was published domestically and internationally. Differences in nursing practice 
status and nurse attributes were analyzed and published in a paper.

研究分野： 臨床看護

キーワード： 脳卒中　急性期　看護実践

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
発症間もない重篤な状態の脳卒中患者の体験や経験、その心理・情動の変化に看護実践がどのように関連してい
るのか研究したことは、患者自身が自身体験を語ることのができなかったため解明されてこなかったが、本研究
で発表することができた。また、実際に全国のSCUに勤務する看護師に調査して脳卒中急性期患者への看護実践
モデルを構築することができた。
これらの研究成果は、看護師への教育に応用され、脳卒中急性期患者への看護実践の質の保証につながると考え
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 2014 年の日本における脳卒中患者の総数は約 1,115,000 人であり、日本人の死因の上位であ
る。脳卒中は突然に発症し、死や後遺症につながる可能性がある。脳卒中は、多彩な障害が発生
し、介護が必要となる原因疾患の上位である。 
脳卒中患者には、発症直後からの治療が早いほど、後遺症が少なく日常生活に戻れる可能性が

高いため、迅速な診断と適切な治療が必要である。脳卒中患者に対する発症直後からの専門家の
チームによる治療とリハビリテーションは、死亡率を低下させ、退院時の機能回復率を高めるた
め、看護師も含むチームでの支援が重要である。 
発症直後の重度の障害のある脳卒中患者は、意識障害や高次脳機能障害により自身の体験を

語ることができない。そのため従来の研究では、軽症の脳卒中患者の体験しか明らかにできなか
った。脳卒中患者の在宅復帰率や日常生活動作の自立度の向上には、重度の障害をもつ急性期の
脳卒中患者の体験を明らかにし、その研究に基づいた看護実践を構築する必要がある。 
急性期脳卒中患者に必要であると認識されている看護実践の諸外国の研究結果の系統的レビ

ューでは、排泄管理、頭蓋内の圧迫領域ケア、嚥下管理、早期運動、肺血栓塞栓症予防の介入、
早期抗血小板療法などの看護ケアが必要であるとされていた。しかし、日本では急性期脳卒中患
者にどのような観察や看護ケアが必要であるか看護師の認識を調査した研究はない。そのため、
日本における急性期脳卒中患者への看護の必要性の認識の調査が必要である。 
また、日本の急性期脳卒中患者への看護実践状況の研究は、自施設での看護実践に関する内部

報告程度の研究しか行われていないため、日本での急性期脳卒中患者への看護実践状況の調査
が必要である。 
これらを明らかにすることによって看護教育内容が明確となり、脳卒中急性期患者への看護

実践の質の保証ができると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究では、発症まもない重篤な障害をもつ脳卒中患者がどのような体験や経験をしている

のか明らかすること、急性期脳卒中患者に必要な看護実践のとは何かを明らかにし、脳卒中急性
期患者への看護実践モデルを構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
重篤な障害を持つ脳卒中患者に対して、可能な限り早期から参加観察を行い、患者の｢言動｣や

｢表情｣、｢その時の出来事｣のデータ収集を行った。データを時系列に系統的に整理し、看護実践
を含むどのような要因で心理・情動が変化したのか質的帰納的に分析した。 
次にこれらの分析結果の看護実践と脳卒中急性期患者への看護実践に関する文献検討を参考

に、独自で、「脳卒中急性期患者への看護実践」の 52 項目を作成した。この看護実践項目を、全
国の SCU に勤務する看護師に、それぞれの項目の必要性の認識と実践状況の調査を実施した。必
要性の認識のデータは、探索的因子分析を行った。実践状況は看護師の属性による差の検定を行
った。 
 
４．研究成果 
発症まもない重篤な障害をもつ脳卒中患者がどのような体験や経験をしているのか、心理・情

動の変化にどのようなことが影響しているのかは、20 名の参加観察の結果を個々の事例で分析
した。意識障害の回復と自己の障害の認識が重大な要因であること、失語症などの高次脳機能障
害や片麻痺などの身体機能障害が関連していること、臨床病型による違いがあることを発表し
た。 
急性期脳卒中患者に必要な看護実践のとは何かを明らかにするために、日本全国の SCU に勤

務する看護師 1040 人にアンケート調査を実施し、706 名の有効データを分析した。「脳卒中急性
期患者への看護実践」の必要性の認識のアンケート結果をもとに探索的因子分析を実施し、第 1
因子：日常生活動作の再構築、第 2 因子：患者と家族への精神的・社会的苦痛の軽減、第 3 因
子：身体的変化の把握、第 4 因子：再発リスクの回避と退院支援、第 5因子：セラピストとの協
働、第 6因子：身体的苦痛の軽減、第 7因子：重篤化回避、第 8因子：適切な身体管理の 8因子
を明らかにすることができた（Figure 1）。 
 



 
Figure 1. Conceptual diagram of nursing care for patients with acute stroke 

 
更に、実践状況と看護師の属性による差の検定を行った。主な結果は、脳卒中急性期患者への

看護実践の状況と認定看護師や専門看護師の資格の有無の比較では、第 3因子：身体的変化の把
握で有資格者が有意に高かった。また、SCU の病床数での差は、1～9床の群が第 5因子：セラピ
ストとの協働が有意に高かった。更に所属施設の病床数が多い方が有意に高く、急性期脳卒中患
者への看護経験年数では、20 年目までは年数が多いほど有意に高かった。この結果は、看護師
への脳卒中急性期患者への看護実践の現任教育に役立つと考えられる。 
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